
プログラムのねらい

近年，オープンソースソフトウェア

の開発スタイル（1）を企業組織内で行

い，成果を上げている例などが注目さ

れています（2）．「知恵の和活動プログ

ラム」の１つであるソフトウェア公開

プログラムは，このオープンソース開発

とは異なる方法で，可能な限りオープ

ンなソフトウェア開発のスタイルを社

内外の組織の枠を越えて実現すること

を目指し，種々の機能と活動を提供し

ています．

本プログラムの目指すオープンなソ

フトウェア開発は，開発の比較的初期

の段階から，潜在的なユーザや各種の

知見を持つ組織内外の人々の意見を

聴きながら開発を行うことを通じて，

より洗練されたソフトウェアの開発や

サービス化のアイディアの方向付けに

役立てることをねらいます．

オープンソース開発では，ソースを

公開し，誰もがソースコードの開発に

参加することができます．またその

ソースコードをどのように利用するか

については，全く個々のユーザに任さ

れています．一方で本プログラムは，

ソフトウェア開発を業務として行う

人・組織の存在を前提とします．そし

て，ソフトウェアの開発元が，イント

ラコミュニティ（社内コミュニティ）と

の適切なインタラクションを通じ，開

発者だけでは気付きにくかった問題や

解決策を共有することで，ソフトウェ

アをより洗練されたものにすることを目

指します．さらにイントラコミュニティ

では，ソフトウェアそのものだけでな

く，ソフトウェアの適用領域やサービ

ス化の方法などの幅広い議論を行うこ

とができ，開発元がそれらを活用して

以後の展開を検討できます．

NTTサイバーソリューション研究所で

行っている「サイバートライアル」（3）

は，もっぱら社外に向けてソフトウェ

ア公開の場を提供しています．また既

存のオープンソースコミュニティとのか

かわりを持ちながら研究開発を進めて

いる例などもあります．本プログラム

は，これら既存の事例と補完的な関係

にあり，意見交換の場や人間関係をつ

くる場を通じて，グループ全体におけ

るオープンな研究開発を促していくこ

とを目指しています．

プログラムの概要

本プログラムは図１に示すように，
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図１　ソフトウェア公開プログラムを構成する３つの場 

ソフトウェアを共有する場 

意見交換を行う場 

人間関係をつくる場 

・ 知恵の和サイトのダウンロード機能（知
恵の杜） 

・ サーバでのWebアプリ公開 
・ 開発元Webサーバとの連携 
・ インターネットからアクセス可能な専用
サイト 

・ 知恵の和サイト電子掲示板 
・ 知恵の杜コメント機能 
・ メーリングリスト 
・ メールマガジン「知恵の和だより」 

・ オフラインの会合 
・ 知恵の和ワークショップ 

研究開発成果としてのソフトウェアを社内外で共有し意見交換をする場の
提供と，イントラコミュニティの支援を通じて，さまざまな立場からの意見
を開発担当にフィードバックし，より洗練されたソフトウェアの開発を目指
す「ソフトウェア公開プログラム」の概要について紹介します．

た か お し ん じ †１ いけうち のりゆき†2

高雄 慎二　/池内 哲之

†１NTTアドバンステクノロジ
†２NTT第三部門

イントラコミュニティ ソフトウェア開発 ユーザ中心プロセス



特
集

NTT技術ジャーナル 2007.1 53

「ソフトウェアを共有する場」「意見交

換を行う場」「人間関係をつくる場」

の３つで構成されます．

このうち，ソフトウェアを共有する

場には，イントラコミュニティサイト

（知恵の和サイト）内に，「知恵の杜」

と呼ぶ，知恵の和サイトユーザがソフ

トウェアをアップロードし，他のユーザ

がダウンロードできる機能を設けまし

た．またWebサーバ上で動作するアプ

リケーションの場合は，知恵の和サイ

トのサーバ上にて動作させることがで

きるほか，各開発元で用意したサーバ

との連携も可能です．

なお，ダウンロードの場合もWebア

プリケーションの場合もそれぞれのアク

セスを一定の組織を対象に制御するこ

とができます．加えて一般への公開も

見据え，インターネットからアクセス

可能なソフトウェア公開プログラム専

用サイトも準備しています．

次に，意見交換を行う場としては，

各種のオンラインコミュニケーション

ツールがあります．知恵の和サイトの

電子掲示板の公開のフォーラム（話題

の単位）に投稿することで，知恵の和

サイトの全ユーザに対して議論を呼び

かけることができます．特に全ユーザ

の注意を引きたい場合には，全員に送

付されるメールマガジン「知恵の和だ

より」で紹介します．また特定のメン

バによる専用フォーラムを設置し，非

公開の議論を行うことも可能です（4）．

さらに，知恵の杜にも，それぞれのソ

フトウェアについてユーザがコメントを

書き込める掲示板が付いているほか，

社内ネットワーク上のメーリングリス

トで議論を行う場合もあります．加え

て，ある時点の意見の傾向を幅広く知

るためのアンケート調査も，オンライ

ンにて実施することができます．

これら，ソフトウェアを共有する場

と意見交換を行う場の２つは，オンラ

インのシステムが果たす役割が重要で

す．このシステムの構成の概要と連携

の例を図２に示します．知恵の和だよ

りなどでソフトウェアの存在を知った

ユーザは，まず電子掲示板のフォーラ

ムにアクセスをし，関連する情報や議

論を読みます．それで関心を持ったユー

ザは，フォーラム内のリンクを辿り，知

恵の杜からソフトウェアをダウンロード

するか，もしくは各サーバ上のWebア

プリケーションにアクセスします．この

ようにフォーラムは，意見交換の場だ

けでなくソフトウェア共有の場への入

り口としても機能します．以上のよう

に，本プログラムでは知恵の和サイト

の統合的な仕組みを生かして，フォー

ラムとその他の場所の間を相互に行き

来しやすくし，ユーザの誘導とオンラ

インでの意見交換を促しています．

最後に，人間関係をつくる場として

は，本プログラムではオフラインで直

接会って議論する場を設定しています．

また知恵の和では，「知恵の和ワーク

ショップ」という，直接会って特定

テーマについて議論する機会を定期的

に設けており（5），より幅広い専門分野

からの参加者を期待する場合はワーク

ショップとして開催することもありま

す．こうして人間関係を構築すること

で，他の２つの場との相乗効果で双方

向の意見の流れを促し，オープンなソ

フトウェア開発を導くことをねらって

います．

図２　システムの概要 
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意義と効果

イントラコミュニティでは，メンバが

互いを尊重し信頼することで，メンバ

間の相互交流が活発化します（6）．そ

のためイントラコミュニティにおいては，

人間関係を構築し維持・発展させる

ことが非常に重要です．人間関係を通

じてもたらされる本プラグラムの意義

と効果について概念的に示したのが図

３です．

本プログラムは，前述の３つの場の

相乗効果で人間関係を構築・維持・

発展させることで意見交換を促し，次

に示す３つの意義をもたらすことをね

らいとします．

(1) 社内リソースの結合

大規模な研究所組織などでは，主管

する専門事項についての知識はそれぞ

れが詳しくとも，実際のユーザの利用

に供するために必要な各種の知識やノ

ウハウは各組織に分散していることも

多々あります．イントラコミュニティ

は，ソフトウェア開発初期の段階から，

これら各組織に散在するリソースの結

合を可能にします．

(2) 潜在的ユーザの意見の取り込み

社員であっても，ソフトウェアの潜

在的なユーザとなり得ます．ユーザか

らのフィードバックを初期の段階から

受け改善に反映させていくことで，ソ

フトウェアの機能や使い勝手を洗練さ

せていくことができます．また段階的

に組織外の人とかかわりを持つステッ

プを用意します．

(3) より幅広い議論

イントラコミュニティで取り上げる

こととなったソフトウェアは，さらに適

用領域やサービス化の方法などについ

て議論の幅が広がる場合があります．

その結果，ソフトウェア開発元は，気

付かなかった用途の洗い出しや開発の

方向性の見極めなどを行えます．

以上の３つは，ソフトウェアをより

洗練されたものとし，サービス化のア

イディアなどを深める効果につながる

と考えています．

ところで本プログラムは，本特集

『知恵の和活動の位置付けと概要』で

も触れられているとおり，研究開発の

ライフサイクルの中の「意見収集」

フェーズを支援することを目指してい

ます．ただし，プロトタイプ開発と意

見収集の間は直線的ではなく，反復的

なプロセスとすることで，収集した意

見を基に開発にフィードバックするこ

とを促します（図４）．

この活動は，社内オープンソース活

動ではありませんが，開発元がユーザ

の声を一方的に聞くだけの場でもあり

ません．ソフトウェア開発元とイント

ラコミュニティとが適度な関係を持ち，

ソフトウェアの洗練化・魅力度の向上

を目指すとともに，イントラコミュニ

ティも，意見交換を通じて自らの知見

が製品に反映されることで，自分たち

の関心を満たします．このようなイン

トラコミュニティのプロセスを通じて，

開発者とユーザとしてのイントラコミュ

ニティの双方が，ソフトウェアへの愛

着を深めていけることが，このプログ

ラムの最大の特徴であると考えていま

す．なお，このような活動としてfCal

プロジェクトの例が本特集『ユーザ主

導型認証方式とコミュニケータアプリ

ケーションの開発──イントラコミュ

ニティ活用例』で詳しく説明されてい

ます．

またこのプロセスは，ソフトウェアや

製品の使い勝手（ユーザビリティ）の

デザインにおけるユーザ中心設計の考

え方の導入であるともいえます（7）．
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図３　コミュニティの要因と効果の概念図 
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ユーザ中心設計では，プロトタイプを

作成し，それをユーザが評価した結果

をフィードバックし改善につなげる反

復的なプロセスを経ることが重要とさ

れています．

ソフトウェア公開の範囲を社内から

始めることは，開発途中の段階でも公

開しやすいことから，早いステップで

のユーザフィードバックが得られやすい

ので，このようなプロセスを促す効果

もあると考えられます．

今後の展望

本特集『個人のアイディアをかたち

へ──アイディア実現プログラム』で

も述べているように，イントラコミュニ

ティのメンバは自発的な集団です．そ

のためメンバ自身の興味関心に見合っ

た活動のペースと役割分担が課題であ

るとともに，ソフトウェアへの愛着や

イントラコミュニティへのコミットを引

き出すことが求められます．

そのための方法の１つは，開発途中

の段階でもソフトウェアを共有し，ソ

フトウェア開発のプロセスを共体験す

ることです．またソフトウェア開発元

として安心して開発途中のものを共有

するためにも，イントラコミュニティの

人間関係の形成は重要です．

本プログラムでは，ソフトウェア開

発元とイントラコミュニティの間の関

係の取り持ちと活動のペースメーキン

グを含めた活動を通じて，人間関係重

視の知恵の共有を促し，より洗練され

たソフトウェアの開発やサービス化の

アイディアの方向付けに役立てていま

す．今後，サイト機能の改善やイント

ラコミュニティ運営ノウハウの蓄積と

洗練化を一層進め，本プログラムの有

効性を高めていくことを目指します．

本プログラムを通じ，オープンなソ

フトウェア開発を有用なプロセスとし

て確立することは，研究開発において，

従来のスタイルともオープンソース開

発のスタイルとも異なる新しい可能性

につながると考えています．
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